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アフリカ・フランス圏諸国憲法の研究
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　フランス語圏アフリカ諸国は，サハラ砂漠を囲む，
北，西及び中央アフリカの広大な面積に，10数力国を
数える。これらの国々はほとんどが1960年に独立し
た。この大量の独立のため，世界の人々にこの年を
“アフリカの年”と呼ばせたほどであった。
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　これらのフランス語圏諸国の憲法は，1958年のいわ
ゆるド・ゴール憲法を模倣したものであって，個性の
ない憲法群とみられているが，しかし，仔細にこれら
の憲法を検討すると，かならずしも没個性的とはいえ
ない。本研究はまず第一に，これらフランス語圏諸国
が独立するまで，1946年のフランス第四共和制下のい
わゆるフラソス連合時代と，第二に第五共和制下の
いわゆるフランス共同体になってからの半独立から，
完全独立に至る二つの時期に植民政策としてとられた
フランス憲法上のアフリカの地位などアフリカ諸国の
独立憲法制定に至るまでの経過についてみることとし
た。
　1．第四共和国憲法とアフリカ
　第2次大戦後に，フランスのアフリカ植民地政策の
方向を決定づけた重大な二つの出来事があった。一つ
は1944年1月に開かれたブラザビル会議であり，いま
一つは1958年5月13日のアルジェリーの反乱である。
そして，この二つの出来事のいずれにもド・ゴールが
大きな役割を果している。
　第四共和制憲法は，ブラザビル会議の内容をふまえ
て，植民地に関する条項をおりこんだ。これが第8章
フランス連合（Union　frangaise）である。この章で
フランスは，フランス本土，海外の県及び領土を含む
フランス共和国ならびに加盟国をもって連合体を形づ
くるものとした（60条）。これはまた，憲法前文に「フ
ランスは，人種と宗教のいかんを問わず，海外領土の
人民とともに権利と義務の平等を基礎とした連合を形
成する」，といっているように，連合全体が平等の立
場にたっていることが強調された。
　しかし，ブラザビル会議の結論を骨子としたフラン
ス連合の構想は，その運用面でアフリカ人を満足させ
るものではなく，アフリカ各地で自治権獲得のための
闘争が激しく展開され，アルジェリア，マダガスカ
ル，セネガルなどで軍隊と衝突することが瀕発した。
フランス政府はこのような情勢をふまえて，1956年6
月13日にいわゆる基本法（10i　cadre）を制定して，ア
フリカ政策の大きな転換をはかろうとした。しかしそ
れはもはやアフリカにおける民族開放の波を防ぎきれ
るものではなかった。1958年5月13日にアルジェー市
でおきたドゴールによるクーデターにより第四共和制
が崩壊し，同時にそれまで同化政策を強調していた
ド・ゴールが一転して植民地解放を宣言したことによ
って，フランス領アフリカ地域は大きな変化をとげる
こととなった。
　2．第五共和制憲法とアフリカ
　アフリカのフランス植民地の人々はド・ゴールに新
しいアフリカ政策を期待した。ド・ゴールの政策がつ
ねに植民政策に向けられていたわけではないが，第2
次大戦中のド・ゴールのアフリカにおける活躍は“ブ
ラザビルの人”として，アフリカ人指導者の間に期待
されるところがあった。ド・ゴールはまず，1958年6
月25日にフランス連合議会の議長が大統領であること
を変更して，領土審議会でアフリカ人の中から選出さ
れている副議長がこれにかわることを約束した。そし
て，さらにこのフランス連合にかわってアフリカ植民
地を半自治国として位置づけるフランス共同体構想を
　　　　　　　　　　Dおりこんだ，いわゆるド・ゴール憲法といわれる憲法
草案をつくり，同年8月20日から29日にかけて西アフ
リカ諸国を歴訪し，この草案にもられたアフリカ政策
について理解を求め，ギニアをのぞいては，ほぼ賛成
を得たのである。そして，1958年9月28日にこの草案
は国民投票にかけられることが決定した。国民投票は
アフリカ植民地が，半自治国としてフランス共同体に
とどまるか，フランスを離れて完全独立をするかどう
かを決するものであった。そしてこの投票の結果，ギ
ニアのみが反対し，他の13の植民地がフランス共同体
の構成国になるために，この憲法に賛成した。そし
て，12の国が共同体構成国として発足した。
　共同体の構造は，第四共和制憲法のフランス連合に
くらべて，より強力な自治権を植民地にもたせた点で
は前進であった。これにはアフリカ人に対する同化策
から自治権付与へのド・ゴールの思想的転換が寄与す
るところが多かった。しかし，ド・ゴールもこれら自
治国が完全に独立国となるには，まだかなり先になる
ことを考えていた。けれども植民地の傾向ははるかに
前進をしていたといえる。また共同体構想も一見きわ
めて自治を尊重するようにみえたが，この案の立案者
である，ウフェ・ボワニは，これらの自治国とフラン
スとの間に強いつながりをもたせることに力をそそい
だ。したがって組織もその運用も，フランス本国を中
心とした中央集権構造をもったため自治国の間に強い
不満がでたのである。しかも，ギニアが国民投票で独
自に独立し，その後の経済自立をなしとげた現実，ト
ーゴやカメルーンが共同体とはなれて独立をしている
こと，さらにはイギリス圏植民地に独立の気運がでて
きたこと，加えてこの共同体の諸機関が結局その無能
力をさらけ出したことなどから，構成国は自治国から
完全な独立国なることを宣言することとなった。こう
してフランス共同体のあり方に不満をもったアフリカ
の半独立国は，1960年にいっせいに独立を宣言して，
1961年までに独立憲法を制定したのである。
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